
証券コード：5011
ニチレキ株式会社

平成29年４月１日 ▶ 平成30年３月31日

第74期 株主通信



企業理念

種を播き、水をやり、花を咲かせて実らせる
たゆみない努力の積み重ねによって絶えず
新しい仕事を創造していきます。

経営理念

ニチレキグループは、「道」創りを通して社会に貢献するため、

▶ 優れた機能とコストを満足する道路舗装材料ならびに工法の提供
▶ 国民の共有資産である「道」をいつも見守る高度なコンサルティング
▶ 顧客から信頼される施工技術

これらを完全に一体化し、株主をはじめ幅広い顧客の皆様から信頼される
「道」創りになくてはならない収益性に優れた企業グループであり続けるとともに、
社員一人ひとりが能力を発揮でき、働きがいのあるグループであることを経営理念としております。
この理念を遂行するために、法令を遵守するとともに
環境保全、安全に十分配慮することを基本といたします。

ニチレキグループの企業文化そのものである「種播き精神」と経営理念をあわせて
“企業理念”と位置づけております。



　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　ここに、第74期（平成29年4月1日から平成30年3月31日まで）の株主通信をお届けするにあたり、ご挨拶申し上

げます。

　当社グループを取り巻く環境につきましては、公共投資は底堅く推移しているものの、受注競争の激化や資材価格

の高騰など、引き続き厳しい状況にありました。

　当社グループはこのような環境の中で、中期経営計画『Next 2020』の2年目として「市場の拡大と探耕」を最重

点課題とする成長戦略に基づき、各施策に取り組んでまいりました。

　その結果、当期の連結業績は、営業利益および経常利益は前期を若干下回ったものの、売上高および親会社株主に

帰属する当期純利益は前期を上回ることができました。

　今後の事業環境につきましては、景気は緩やかな回復が続くものの、公共投資は横ばいで推移するものと予想さ

れます。当社グループを取り巻く環境につきましては、災害復旧・復興や道路インフラ老朽化対策などへの建設 

需要の高まりがあるものの、企業間の熾烈な受注競争や、原油価格・為替レートの変動による原材料価格への影響も

あり、引き続き不透明な事業環境が予想されます。

　このような状況の中、当社グループは中期経営計画『Next 2020』をさらに推進することで、外部環境に左右され

ない企業体質への改善を図り、グループの持続的成長を目指してまいります。

　また、法令の遵守をはじめ、安全確保や環境保全などの企業の社会的責任を果たすと

ともに、引き続き企業価値の向上と社会貢献に努めてまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い

申し上げます。

平成30年6月 代表取締役社長

小 幡   学 2

株主の皆様へ



営業成績
　当連結会計年度の業績につきましては、売上高は60,570百万円（前期比11.3％増）、営業利益は5,445百万円（前
期比5.2％減）、経常利益は5,628百万円（前期比4.1％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は3,882百万円（前期
比3.2％増）となりました。
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営業の概況



事業別概況

◉ アスファルト応用加工製品事業
　アスファルト応用加工製品事業につきましては、自社製品および工法の設計・受注活動を推進すると
ともに、原材料価格の高騰への対応、経費の削減等に努めてまいりました。売上高は17,694百万円（前
期比13.2％増）となり、セグメント利益（営業利益）は4,364百万円（前期比4.6％減）となりました。

◉ 道路舗装事業
　道路舗装事業につきましては、発注物件への工法提案や受注活動と工事の着実な執行に加え、原
価管理の強化を進めてまいりました。売上高は42,586百万円（前期比10.6％増）となり、セグメ
ント利益（営業利益）は3,396百万円（前期比8.3％増）となりました。

◉ その他
　その他につきましては、不動産賃貸収入などにより、売上高は289百万円（前期比3.6％増）と
なり、セグメント利益（営業利益）は115百万円（前期比45.6％減）となりました。
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　新東名高速道路は、神奈川県海老名市から静岡県を経由し、愛知県豊田市に至る延長約254㎞の高
速道路です。
　平成29年3月、当社グループの日瀝道路株式会社は、中日本高速道路株式会社が発注した「新東名
高速道路　海老名南JCT～厚木南IC間舗装工事」を元請で受注し、平成30年4月に完工しました。こ
の海老名南JCTが新東名高速道路の起点（0㎞）となります。本工事では当社が培ってきた施工技術
に加え、材料・工法面でも、高性能床版防水「HQハイブレンAU工法」、タックコート用のカチオン
系改質アスファルト乳剤「ファームゾール」、ポリマー改質アスファルト「ポリファルトSS」ほか、
多くの自社製品が採用されました。当区間の開通により、東名高速道路海老名南JCTと厚木南ICでの
交通集中の緩和が期待されています。
　また、当工事は、中日本高速道路株式会社より代表工事として評価を受け、平成29年度安全優良事
業所表彰を受賞しました。
　ニチレキグループは、「道」創りを通して社会に貢献するため、今後も皆様から信頼される製品・
工法を提供してまいります。

安全優良事業所表彰 海老名南JCT

「新東名高速道路」完工報告
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　旭川営業所は1981（昭和56）年に開設され、道北地区の営
業拠点としてニチレキ材料・工法の拡販に努めてまいりました。
　今般、設備の老朽化が進んだことから、倉庫を含めて建替工
事を行い、平成29年12月18日より新事務所で営業を開始しま
した。
　新事務所は、以前の倍以上の広さになり、社員が迅速、的確
に業務が進められる環境が整いました。
　これを機会に、社員一同気持ちも新たにより一層地域のお役
に立つことができるよう、日々精進してまいります。

　フランス ニースにおいて「第2回舗装維持再生サミット（PPRS2018）」が 
開催されました。当社も一般社団法人 日本アスファルト乳剤協会の調査団の一員
としてプレゼンテーションを行いました。

開催日　　　平成30年3月26日─28日
開催場所　　アクロポリスコンベンションセンター
参加人数　　約1,000人
発表テーマ　「日本におけるアスファルト乳剤の技術動向」

発表内容
・日本における乳剤市場
・  日本における乳剤技術
　  （路上路盤再生工法・ウッドチップ舗装工法・タイヤ付着抑制

乳剤・速分解タックコート工法）の紹介

旭川営業所（事務所）

発表会場

旭川営業所をリニューアルしました

「第2回舗装維持再生サミット」参加報告
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　アスファルト舗装は、温度や静的荷重の影響を受けやすく、
コンテナヤードなど交通荷重が過酷な場所においては、舗装の
塑性変形による「わだち掘れ」が発生します。
　コンテナファルトスーパーは、低速走行や重荷重を受ける場
所に適したポリマー改質アスファルトです。

　アスファルト舗装の損傷の一つに「ひび割れ」があります。
なかでも、補修前の舗装に存在していたひび割れに起因する「リ
フレクションクラック」は、舗装の寿命を低下させる一因とな
ります。
　ノンクラックファルトは、リフレクションクラックの発生を
長期間にわたって抑制するポリマー改質アスファルトです。

施工前

施工後

● 耐流動性で比較すると従来の改質アスファルトⅡ型に対
して5倍以上の寿命が期待できます。

● プレミックス改質アスファルトであるため、混合物は安
定した品質が得られ、従来のポリマー改質アスファルト
と同様に施工することができます。

● 舗装補修の回数を減らすことができるため、施設利用へ
の支障を少なく、計画的に修繕することができます。

● 高いリフレクションクラック抑制効果を有するため、従
来のポリマー改質アスファルトと比較して、長寿命な舗
装を構築することができます。

● 塑性変形抵抗性は、一般的なポリマー改質アスファルト
Ⅱ型と同等の性能を有しています。

● 舗装の長寿命化・ライフサイクルコスト（LCC）の削減
など、効率的な修繕の実施に寄与するポリマー改質アス
ファルトです。

秋田港湾飯島埠頭

ノンクラックファルト

コンテナファルトスーパー

リフレクションクラックを抑制する

塑性変形抵抗性に優れる
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連結貸借対照表
（単位：百万円）

科目 第73期 第74期

資産の部

流動資産 42,716 44,952

固定資産 22,689 25,100

　有形固定資産 14,084 14,995

　無形固定資産 287 690

　投資その他の資産 8,317 9,414

資産合計 65,406 70,053

負債の部

流動負債 15,255 15,917

固定負債 3,381 3,323

負債合計 18,637 19,241

純資産の部

株主資本 44,430 47,653

　資本金 2,919 2,919

　資本剰余金 2,017 2,017

　利益剰余金 41,271 44,495

　自己株式 △1,778 △1,779

その他の包括利益累計額 2,338 3,158

　その他有価証券評価差額金 2,159 2,852

　退職給付に係る調整累計額 179 305

純資産合計 46,768 50,811

負債及び純資産合計 65,406 70,053

連結損益計算書
（単位：百万円）

科目 第73期 第74期

売上高 54,439 60,570

売上原価 41,115 47,108

売上総利益 13,324 13,462

販売費及び一般管理費 7,582 8,017

営業利益 5,742 5,445

営業外収益 159 193

営業外費用 29 10

経常利益 5,872 5,628

特別利益 28 128
特別損失 340 54

税金等調整前当期純利益 5,560 5,703

法人税、住民税及び事業税 1,766 1,685

法人税等調整額 31 135

当期純利益 3,762 3,882

親会社株主に帰属する当期純利益 3,762 3,882

連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

科目 第73期 第74期

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,640 4,645
投資活動によるキャッシュ・フロー △2,607 △3,604
財務活動によるキャッシュ・フロー △611 △1,151
現金及び現金同等物に係る換算差額 △18 17
現金及び現金同等物の増減額 2,401 △93
現金及び現金同等物の期首残高 16,887 19,289
現金及び現金同等物の期末残高 19,289 19,195
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事業所（平成30年4月1日現在）

代表取締役社長 小　幡　　　学
代 表 取 締 役 高　橋　保　守
取 締 役 川　口　裕　司
取 締 役 羽　入　昭　吉
取 締 役 江　里　勝　美
取 締 役 根　本　清　一
取 締 役 長　澤　　　勇
取 締 役 ※1 小　林　　　修
取 締 役 ※1 藤　田　浩　司
常 勤 監 査 役 野　村　敏　明
監 査 役 ※2 蟹　谷　　　勉
監 査 役 ※2 渋　村　晴　子
監 査 役 形 岡 昭 彦
※1 社外取締役であります。
※2 社外監査役であります。

商 号 ニチレキ株式会社
本社所在地 東京都千代田区九段北四丁目3番29号
設 立 昭和24年9月
資 本 金 29億1千9百万円
従 業 員 数 797名（連結）、378名（単体）
主な事業内容
◦  アスファルト応用加工製品の製造・販売、建築・土木用資材の製造加工・販売
◦  道路舗装工事・防水工事・上下水道工事ならびにその他の土木工事の請負およ

びこれらに関する調査・設計・監理
◦測量・地質調査
◦  コンピュータ情報サービス・ソフトウェアおよび情報処理機器の開発・販売
◦  屋内外の各種表示および広告の企画･設計･施工ならびにこれらに使用する印刷

物の製造および販売

北海道ニチレキ工事株式会社、東北ニチレキ工事株式会社、
日瀝道路株式会社、日レキ特殊工事株式会社、中部ニチレキ工事株式会社、
近畿ニチレキ工事株式会社、中国ニチレキ工事株式会社、
四国ニチレキ工事株式会社、九州ニチレキ工事株式会社、
朝日工業株式会社

取締役・監査役一覧（平成30年6月28日現在）会社の概要

主な子会社

執行役員社長 ※ 小　幡　　　学
執行役員副社長 ※ 高　橋　保　守
専務執行役員 ※ 川　口　裕　司
常務執行役員 ※ 羽 入 昭 吉
常務執行役員 ※ 江 里 勝 美
上席執行役員 ※ 根 本 清 一
上席執行役員 ※ 長　澤　　　勇
上席執行役員 寺　田　　　実
上席執行役員 戸 塚 浩 行
上席執行役員 吉　田　　　努
上席執行役員 近 藤 成 則
執 行 役 員 平 沼 宏 治
執 行 役 員 伊 藤 達 也
執 行 役 員 河 野 昌 宏
執 行 役 員 井 上 佳 紀
執 行 役 員 佐 藤 浩 二
執 行 役 員 齊　藤　　　誠
執 行 役 員 野 原 正 昭
執 行 役 員 長 坂 義 之
執 行 役 員 軽 部 純 之
※ 取締役兼務者であります。

執行役員一覧（平成30年6月28日現在）

本社

支　店：9ヶ所
営業所：45ヶ所
出張所：12ヶ所
工　場：19ヶ所
研究所：1ヶ所

中部支店
関西支店

東京支店

関東支店

東北支店

技術研究所

北海道支店

四国支店
中国支店

九州支店

9

会社概要（平成30年3月31日現在）



◦発行済株式総数および株主数
発行可能株式総数 90,000,000株
発行済株式の総数※ 28,672,180株
株主数 3,147名
※ 自己株式3,013,775株を除く。

◦株価の推移

◦大株主

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

ニチレキ取引先持株会 1,450 5.06
日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口） 1,353 4.72
日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口） 1,284 4.48
㈱みずほ銀行 1,108 3.87
三井住友信託銀行㈱ 1,100 3.84
DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO 726 2.53

（公財）池田20世紀美術館 630 2.20
日本生命保険（相） 543 1.89
ニチレキ従業員持株会 536 1.87
㈱三菱東京UFJ銀行 529 1.85

（注） 1.   当社は自己株式3,013,775株を保有しておりますが、上記には含め
ておりません。

 2. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。
 3.   ㈱三菱東京UFJ銀行は、平成30年4月1日より㈱三菱UFJ銀行へ商

号変更しております。

株式の状況 所有者別株式分布状況

株価（円）
1,600

400

600

800

1,000

1,200

1,400

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
平成29年 平成30年

自己株式
30,137単元
9.5％

その他国内法人
48,267単元
15.3％

外国人等
59,969単元
18.9％

個人その他
76,863単元
24.3％

金融
98,537単元
31.1％

金融商品取引業者
2,910単元
0.9％

（注）  上記株式数および構成比率には、単元未満株式18,055株は含まれており
ません。
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

https://www.nichireki.co.jp
〒102-8222 東京都千代田区九段北4-3-29
TEL：03-3265-1511 FAX：03-3265-1510

ニチレキ株式会社

ご注意

株主メモ

▶住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様
は、特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお
申出ください。

▶未払配当金の支払いについて
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

事 業 年 度 毎年4月1日から3月31日まで
単 元 株 式 数 100株
定 時 株 主 総 会 毎年6月
期末配当基準日 毎年3月31日
公 告 方 法 電子公告
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
同 事 務 取 扱 所
郵便物送付先・（お問い合わせ先）

168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社証券代行部
Tel.0120-782-031（フリーダイヤル）

（お知らせ）
三井住友信託銀行のフリーダイヤルまたはホームページ
●フリーダイヤル　0120-782-031
●ホームページ　　http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

「IR情報」サイトのご案内

当社ホームページの「IR情報」サイトでは、株主・投資家
の皆様向けの情報として、決算発表資料等を適時掲載して
おります。ぜひご活用ください。

URL: https://www.nichireki.co.jp/investors/


